
３月２日，油木保育所でお茶会が開催されました。年長児童
11名は着物や袴を身にまとい，緊張感の中でおもてなしをし
ました。袴や帯は，シルトピア油木の入所者の方からいただい
た古い着物や帯で作られています。当日は，おじいちゃんやお
ばあちゃん，お母さんたちに見守られ，普段の何十倍もの力を
発揮しました。「お茶をどうぞ」「お茶はいかがでしたか」とか
わいらしいおもてなしに笑顔が溢れていました。

日本の文化を伝承　お茶会でおもてなし

J I N S E K I K O U G E N  P U B L I C  I N F O R M A T I O N

http://www.jinsekigun.jp/
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平成27年４月12日（日）は
広島県議会議員一般選挙の

投票日

◆４月２日（木） 選挙人名簿登録基準日・登録日
◆４月３日（金） 選挙期日告示日
◆４月４日（土） 三和期日前投票所開設
 不在者投票の受付開始
◆４月８日（水）  油木･神石･豊松期日前投票所開設
 郵便等による不在者投票用紙等
 請求期限
◆４月11日（土） 期日前投票最終日
◆４月12日（日） 選挙期日（投票日・開票日）

‼ご注意ください‼
　期日前投票所ごとに開設日時が違います。
　 投票日当日，仕事や旅行などで投票に行けない
方は，本庁または各支所の期日前投票所において，
期日前投票を行うことができます。（投票入場券が
届いていない場合でも，投票することができます。）

◆投票時間　午前７時～午後７時
◆投票場所　 投票場所は，投票所入場券に記載の投

票所

◆時　間　午後８時30分～
◆場　所　神石高原町油木体育館
　 開票結果については，告知放送，町のホームペー
ジでお知らせします。

１　 投票所入場券を持って，指定の投票所に行きま
しょう。

２　 投票所で入場券と引き換えに投票用紙をもらい
ます。

　　 （投票用紙は，白色の用紙に黒色のインクで印
刷してあります）

３　投票用紙に候補者の氏名を記載してください。
４　投票箱に投票用紙を入れて完了です。

　任期満了に伴う広島県議会議員一般選挙が 
平成27年４月12日に執行されます。
　選挙は，政治に自分の意思を反映させる唯一
の手段です。候補者の政策や意見をよく見・よ
く聞き・よく考えて，貴重な一票を投じましょう。
　また，良識を持って明るい選挙を行いましょう。

◆三和期日前投票所（神石高原町役場本庁）
　・期間　４月４日（土）～４月11日（土）
　・時間　毎日　午前８時30分～午後８時

◆油木･神石･豊松期日前投票所（各支所）
　・期間　４月８日（水）～４月11日（土）
　・時間　毎日　午前８時30分～午後７時

選挙日程

期日前投票

選挙当日投票

開　票

投票のしかた

◎ 政治家は有権者
に寄附を

◎ 有権者は政治家
に寄附を

◎ 政治家から有権
者への寄附は

３ない運動

贈らない！ 求めない！ 受け
取らない！
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●詳しくは，神石高原町選挙管理委員会へお問い合わせください。
神石高原町選挙管理委員会・神石高原町明るい選挙推進協議会

☎89-3330

４月12日の投票日に，次の施設間で午前・午後各１便の送迎車両を運行します。
今回も旧投票所と現投票所間での送迎車両の運行を行いますが，発着場所以外での乗降はできま

せん。乗り遅れないように，多くの方のご利用をお待ちしています。

発車時刻表
旧投票区 発車場所 午前の便

発車時刻
午後の便
発車時刻 投票区 投票所

油
木
地
区

旧油木第２ 安田喜楽荘 8：00 15：00 油木第３ 旧近田小学校体育館

旧油木第３ 小野ふるさと会館 9：30 13：30 油木第２ 油木ふれあいプラザ

旧油木第４ 新坂ふれあい会館 8：00 15：00 油木第２ 油木ふれあいプラザ

旧油木第７ 忠原公会堂 9：30 13：30 油木第３ 旧近田小学校体育館

旧油木第８ 上野研修所 9：35 13：35 油木第３ 旧近田小学校体育館

神
石
地
区

旧神石第２ 草木集会所 8：00 15：00 神石第１
神石第２

牧社会教育施設（経由）
神石高原町役場神石支所

旧神石第３ 神石山村開発センター 8：05 15：05 神石第２ 神石高原町役場神石支所

旧神石第４ 田頭集会所 9：30 13：30 神石第１ 牧社会教育施設

旧神石第５ 高光集会所 9：30 14：30 神石第２ 神石高原町役場神石支所

旧神石第６ 古川集会所 8：00 15：00 神石第２ 神石高原町役場神石支所

旧神石第８ 永野集会所 10：15 13：15 神石第３ 神石高齢者
コミュニティセンター

旧神石第９ 永野南農事集会所 9：15 14：15 神石第２ 神石高原町役場神石支所

豊
松
地
区

旧豊松第１ 上豊松
コミュニティセンター 10：00 13：30 豊松第１ 陽光の里文化ホール

旧豊松第３ 笹尾ふれあいプラザ 9：00 14：30 豊松第１ 陽光の里文化ホール

旧豊松第４ 有木老人集会所 8：00 15：15 豊松第１ 陽光の里文化ホール

三
和
地
区

旧三和第１ 時安社会教育施設 8：00 14：30 三和第１ くるみふれあいプラザ

旧三和第２ 坂瀬川区民会館 9：00 13：30 三和第１ くるみふれあいプラザ

旧三和第５ 上社会教育施設 8：15 15：30 三和第２ 三和公民館

旧三和第６ 阿下ふれあい会館 8：00 15：15 三和第２ 三和公民館

旧三和第８ 木津和振興会館 9：15 14：15 三和第３ さんわ総合センター

旧三和第９ 父木野総合会館 10：15 13：15 三和第３ さんわ総合センター
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お問い合わせ先　神石牛振興協議会事務局（産業課内）　☎89-3337

「道の駅さんわ182ステーション」，「神石高原まるごと市場」での販売を予定しています。
また，「神石牛」を販売していただける販売店および「神石牛」を使用した料理を提供していただける飲食

店の方を募集しております。

歴史と伝統のある神石高原町産和牛の生産振興と販売促進を図る
ため，和牛改良組合，商工会，JA福山市，神石高原町など８団体
で「神石牛振興協議会」を昨年11月に設立し，「神石牛」の定義化お
よびブランド化の推進について検討してきました。
そして，平成27年３月29日から，神石牛振興協議会認証「神石牛」

がスタートします。

「神石牛」ブランドがスタートします！
神石高原で育まれたブランド牛

○期日：３月29日（日）　　　
○場所：道の駅さんわ182ステーション
○内容：11：00～　オープニングセレモニー
　　　　11：30～　 試食サービス　
　　　　　※数に限りがあります。
　　　　　※施設内で「神石牛」の販売も行います。

神石郡は，大正時代に油木にあった広島県種畜場
で種雄牛が育成され，県下に配布されていた影響も
あり，種雄牛造成が盛んに行われていたことから，
種雄牛を県内外へ購買される数も多く，また，繁殖
雌牛の生産基地として，全国から「神石牛」は名声
を得ており，広島県産牛の代名詞でもありました。

① 黒毛和種の去勢牛または未経
産雌牛
② 神石高原町で最長期間飼育さ
れた牛であること
　 「神石血統」（※）を有する場
合は，神石高原町で生まれ，
広島県内で最長期間飼育され
ている牛も対象とする。
③ （社）日本食肉格付協会の定
める牛枝肉取引規格の肉質等
級３以上，歩留等級Ｂ以上で
あること

以上の３要件を満たしたものであること。
※神石血統とは
　 公益社団法人全国和牛登録協会が発
行する子牛登記証明書を有し，記載
されている三代祖（父牛，母の父，
母の母の父牛）のいずれかが，神石
血統牛「第２横利」の血を受け継い
だ広島県有種雄牛であること。

神石牛の歴史 神石牛の定義

特に大正天皇崩御
に際しては「豊

ほう
萬
まん
」

号などが轜
じ
車
しゃ
奉
ほう
引
いん
の

大役を務めました。
役牛から肉牛の時
代に入り，独自の改
良を重ね，豊萬号の
６代孫に増体・肉質に優れた「第２横

よこ

利
とし

」を生み出
し，さらにその血統を引き継ぐ「第３神竜の４」が，
第４回全国和牛能力共進会若雄３区で優等賞主席，
10年後の第６回全国和牛能力共進会肉牛の部で産
子が金賞主席となり，種牛・肉質両面で日本一の栄
冠に輝きました。

美味しい「神石牛」を味わうチャンス！

神石牛ブランド発表
イベント
「神石牛」の魅力を伝え，新ブランド誕生
の機運を盛り上げていくため，「神石牛」の
デビューイベントを開催します。
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ふれあい号・タクシーチケットをご利用のみなさまへ

平成27年度からふれあい号の
利用方法が変わります

バスの運行路線から距離が離れているなど，次の要件にあてはまる方には，タクシーチケット
を交付していますので，平成27年度分の交付を希望される方は申請してください。

※ 申請後に審査を行い，該当者へ交付します。
詳しくは，お問い合わせください。

タクシーチケットの交付についてのお知らせ

① 運転免許証を持たない18歳以上の方（学生は除く）
のうち，「ふれあい号」および路線バスの運行路線
から500ｍ以上離れた方。（家族の中に送迎ができ
る方がおられる場合は対象外となります。）

　【申請場所】…総務課および各支所
　【交付枚数】…年間48枚（月４枚）
② 神石高原町立病院の外科・眼科・整形外科の診療日
が「ふれあい号」の運行日と合わないため，「ふれあ
い号」を利用できない方。

　【申請場所】… 保健課（保健福祉センター）に外科・眼
科・整形外科の受付表を持って申請し，
次回の診察予定日をお知らせください。

　【交付枚数】…診察１回につき２枚

③心身の事情で公共交通機関の利用が困難な方。
　【申請場所】… 総務課および各支所に申請してくだ

さい。福祉課・保健課の審査により
交付します。

　【交付枚数】…年間60枚（月５枚）

追加　交付を受けたチケットの全てを利用した方
　【申請場所】…総務課および各支所
　【追加交付枚数】…年間10枚

お問い合わせ先　総務課　☎89-3330

　乗降場所まで歩いて行くことが
できない方，歩いて行くことが難
しくなっている方については家の
近くまで送迎します。
　送迎範囲は，ふれあい号が走行
する基本路線から約500ｍで，道
路の幅員，車両の回転場所などの
関係があるため，利用者の方とタ
クシー事業者の間で調整していた
だきます。
　利用を希望される方は，登録が
必要です。役場総務課へ登録申請
してください。
　バス停まで歩いて出られる方は，
健康づくりのため歩いて出てくだ
さい。

自宅近くまで迎えに行きます

各地区の中心地では，医療機関，
役場本庁・支所，金融機関，商店
などで乗り降りができます。

　ふれあい号は，外出１便と帰宅が１便に変更になりま
す。お間違えのないよう，時刻表を確認してください。 
【公共交通カレンダーは，運行地域ごとに配布します。】

帰宅便は，１便のみに運行回数が変更になります

油木地区：城山（竹川内），東油木（出佐），
　　　　　安田（与那志）　　
豊松地区：上豊松（下谷）
神石地区：古川（田口・間谷），福永（高場）
※ タクシーチケット交付対象区域になります。次の要件に
該当される方にはチケットを交付します。

次のふれあい号運行路線は廃止になります

　ふれあい号と路線バス・ふれあいバスを乗り継いでも，
町内で利用される場合は片道の運賃が300円になりま
す。

ふれあい号と路線バス（中国バス）・ふれあいバスの乗
り継ぎをされる方へ無料乗継券を発行します
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神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

出前健康教室で乳和食作り毎月19日は食育の日

季
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す
っ
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ま
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そ
し
て
地
域
住
民
が
取
り
組

む
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
い
ろ
い
ろ〝
で
き
る
こ
と
〞

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
ア
イ
デ
ア
に
過

ぎ
な
く
て
も〝
で
き
る
こ
と
〞を
実
行
す
る
こ
と
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊

 

徳
田

　
好
朗

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

地

し

お

域

こ

協

動

そ
の
18

隊

よ

力

だ

活

り

べてもらう調理法のことです。今回は「さばのミルク
みそ煮」・「ミルク豚汁」と野菜たっぷりの「磯香和え」
を作りました。参加者は，「簡単だった」「さばのミル
クみそ煮は，みその量は半分なのにおいしい」と感想
を述べられました。
出前健康教室では，管理栄養士が集会や老人クラブ
に出向き，栄養・食生活に関する教室をしています。
保健課（☎89－3366）に申込書をご提出ください。

そ
れ
は
舞
降
る

雪
の
よ
う
に
積

も
り
豊
か
な
水

源
と
な
っ
て
循

環
す
る
こ
と
に

似
て
い
ま
す
。

別
処
に
落
ち
な

い
の
は
、
雪
だ

け
で
は
な
い
の

で
す
。

２月19日，坂瀬川区民会館で
出前健康教室を開催し，坂瀬川老
友会の16名が乳和食に挑戦しま
した。乳和食とは，牛乳のもつ
「コク」や「旨味」を組み合わせる
ことで，食材の風味を損なわずに
食塩を減らし，おいしく和食を食
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鉛
筆
を
使
っ
て
視
写
の
取
り
組
み

楽
し
い
！
ス
キ
ー
教
室

農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
を
受
賞
！

「
命
の
授
業
」
で
生
き
て
い
る
こ
と
の
素
晴
し
さ
を
学
ぶ

三
和
中
学
校
で

は
、
３
学
期
か
ら

視
写
の
学
習
で
、

神
石
地
域
体
育
協
会
で
は
２
月
１
日
、
油
木
地
域
体
育
協
会
で
は
２
月
８
日
に
、

そ
れ
ぞ
れ
毎
年
恒
例
の
ス
キ
ー
教
室
が
県
民
の
森
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

２
月
24
日
、
平
成
26
年
度
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
東
京
都

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
、
農
林
水
産
省
生
産
局
長
賞
と

し
て
、
神
石
地
域
の「
か
た
つ
む
り
の
会
」（
代
表
者
：
田
邊
真
三
さ
ん
）が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

「
か
た
つ
む
り
の
会
」は
生
産
者
と
消
費
者
が
一
体
と
な
っ
た
有
機
農
産
物
の
生
産
・

契
約
販
売
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
次
世
代
の
育
成
と
有
機
農
業
を
通
じ
た
定
住
・

筆
記
用
具
に
鉛
筆
を
使
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

鉛
筆
は
生
徒
に
大
事
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に「
蒼あ

お

き
魂こ

こ
ろ

三
和
中
学
校
」と
金
の
文
字
が
入
っ
た
三
和
中

学
校
特
製
鉛
筆
を
作
ら
れ
ま
し
た
。
ど
の
学
年
も
鉛

筆
を
使
っ
て
集
中
し
て
取
り
組
み
、
鉛
筆
の
使
い
心

地
に
つ
い
て「
書
き
や
す
い
」「
す
る
す
る
よ
く
書
け

る
」な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
鉛
筆
離
れ
し
た

生
徒
に
と
っ
て
、
鉛
筆
の
正
し
い
持
ち
方
や
、
定
ま
っ

た
筆
圧
で
書
く
こ
と
な
ど
、「
書
く
」と
い
う
こ
と
の

正
し
い
作
法
を
、
改
め
て
身
に
付
け
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は

こ
の
ス
キ
ー
教
室
を
毎

年
楽
し
み
に
し
て
い

て
、
年
々
上
手
に
滑
る

こ
と
が
で
き
、
大
人
顔

負
け
の
上
達
ぶ
り
で

す
。
教
室
生
の
滑
走
が

ゲ
レ
ン
デ
に
映
え
、
楽

し
い
思
い
出
の
１
日
と

な
り
ま
し
た
。
参
加
者

は
事
故
な
く
終
了
し
、

役
員
の
み
な
さ
ん
は

ほ
っ
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

就
農
の
推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
実
践
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
の
田
邊
さ
ん
は「
こ
の
度
、
有
機
農

業
の
部
で
賞
を
い
た
だ
け
た
こ
と
を
、
生
産

者
、
消
費
者
共
に
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後

も
こ
れ
を
励
み
に
、
次
世
代
へ
と
続
い
て
行

く
取
り
組
み
を
、
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」と
語
ら
れ
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
神
石
高
原
町
民
会
議
で
は
、
２
月
22
日
三
和
公
民
館
で
、
腰
塚
勇
人

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
青
少
年
育
成
に
関
す
る
講
演
会「
命
の
授
業
」を
開
催
し
ま
し 油木体協スキー教室参加者のみなさん

神石体協教スキー教室参加者のみなさん

た
。腰

塚
さ
ん
は
、
２
０
０
２
年
に
ス
キ
ー
事
故
に
よ
り

首
の
骨
を
折
り
、
一
瞬
に
し
て
首
か
ら
下
が
全
く
動
か

な
い
状
態
か
ら
奇
跡
的
に
復
活
さ
れ
、
自
分
の
命
が
あ

ら
ゆ
る
も
の
に「
助
け
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
」こ
と

に
気
付
か
れ
、
命
の
大
切
さ
や
生
き
て
い
る
こ
と
の
素

晴
ら
し
さ
の
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
た
り
前
の
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
な
く
、
素
晴
ら

し
い
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
講
演
で
し

た
。
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農
業

委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

輝 き神 石 高 原 農 委 ８号

８号

輝
き

⑷
農
業
後
継
者
確
保
対
策

　
① 

油
木
高
等
学
校
産
業
ビ
ジ
ネ
ス
科
生
徒
で
、
卒
業
後

農
業
へ
の
従
事
希
望
者
と
の
意
見
交
換
会
・
相
談
会

の
定
期
的
実
施
や
、
農
業
者
大
学
校
へ
進
学
し
卒
業

後
町
内
で
農
業
に
従
事
を
希
望
す
る
生
徒
へ
対
し
、

農
業
者
大
学
校
で
の
就
学
援
助
等
支
援
体
制
を
講
じ

後
継
者
の
確
保
対
策
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
。

　
② 

新
規
農
業
従
事
希
望
者
の
勤
務
や
研
修
の
受
け
入
れ

先
に
つ
い
て
、
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
斡

旋
・
紹
介
を
積
極
的

に
行
う
こ
と
。

　
③ 

新
規
就
農
者
に
は
、

多
額
の
初
期
投
資
が

ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
就

農
を
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
い
実
態
が
あ

り
、
資
金
借
入
の
農

業
信
用
保
証
協
会
へ
の
保
証
料
の
助
成
や
、
リ
ー
ス

制
度
等
の
検
討
を
行
う
こ
と
。

⑸
有
害
鳥
獣
駆
除
班
の
強
化

　
① 

捕
獲
鳥
獣
の
処
理
・
加
工
・
流
通
施
設
を
整
備
し
、

肉
や
皮
の
商
品
化
と
販
売
体
系
の
構
築
を
行
い
、
地

域
特
産
化
と
捕
獲
者
の
捕
獲
意
欲
の
向
上
を
図
る
た

め
の
施
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
② 

狩
猟
１
種
（
装
薬
銃
）
免
許
取
得
者
の
高
齢
化
に
よ

り
、
免
許
取
得
者
が
年
々
減
少
し
狩
猟
業
務
に
支
障

（
捕
獲
し
て
も
殺
処
分
が
出
来
な
い
等
）
を
来
し
て

い
る
た
め
、
若
年
者
へ
の
免
許
取
得
の
奨
励
や
、
助

成
対
策
等
取
得
し
や
す
い
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。

平
成
27
年
度
農
業
施
策
に

 

関
す
る
要
望
書
の
提
出

平
成
26
年
12
月
３
日
、
佐
伯
会
長
を
始
め
、
農
業
委
員

各
地
区
の
代
表
お
よ
び
事
務
局
総
勢
６
名
で
牧
野
町
長
に

平
成
27
年
度
、
農
業
施
策
に
関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
農
地
法
の
な
か
で
、
農
業
委
員
会
が
農
業

者
の
公
的
代
表
機
関
と
し
て
、
行
政
庁
に
建
議
す
る
も
の

で
す
。

平
成
27
年
度
農
業
施
策
に

 

関
す
る
建
議
事
項

１
．
農
業
振
興
対
策
に
つ
い
て

⑴
農
畜
産
物
の
生
産
拡
大
対
策
と
特
産
品
の
研
究
開
発

　
① 

地
域
環
境
に
適
応
し
た
、
高
齢
者
に
も
対
応
出
来
得

る
生
産
性
・
収
益
性
の
高
い
持
続
性
の
あ
る
特
産
品

の
研
究
開
発
を
行
う
こ
と
。

　
② 

和
牛
繁
殖
頭
数
の
拡
大
を
図
る
た
め
の
新
た
な
制
度

を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
• 

50
頭
規
模
の
多
頭
飼
育
農
家
の
育
成
を
図
る
た

め
、
牛
舎
・
牛
・
飼
料
・
経
営
経
費
等
の
総
合
的

な
和
牛
繁
殖
経
営
リ
ー
ス
制
度
を
構
築
し
、
意
欲

有
る
若
年
者
が
安
心
し
て
安
定
し
た
経
営
に
取
り

組
め
る
よ
う
な
制
度
を
構
築
す
る
。

　
　
• 

廃
業
酪
農
家
の
空
き
牛
舎
対
策
と
し
て
、
和
牛
繁

殖
農
家
へ
の
賃
貸
借
を
図
り
施
設
の
有
効
利
用

と
、
繁
殖
農
家
の
投
資
軽
減
を
図
れ
る
よ
う
な
制

度
を
構
築
す
る
。

　
　
• 

和
牛
子
牛
の
「
神
石
高
原
ブ
ラ
ン
ド
」
を
構
築
す

る
た
め
、
町
・
県
・
和
牛
改
良
組
合
・
農
協
・
全

農
等
を
交
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
、
増
頭
対
策
や
交
配
シ
ス
テ
ム
等
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
作
成
し
推
進
す
る
。

⑵
米
価
暴
落
対
策
に
つ
い
て

　

 　
平
成
26
年
産
米
は
夏
の
天
候
不
順
等
の
影
響
で
生
産

量
の
減
収
に
加
え
、
米
価
は
史
上
最
安
値
と
な
り
、
稲

作
農
家
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。

　

 　
そ
の
影
響
か
ら
農
家
に
来
年
以
降
の
米
価
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
成
り
行
き
等
の
不
安
が
広
が
っ
て
お
り
、
今
後
離
農

等
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
 　

と
り
わ
け
法
人
経
営
や
大
規
模
農
家
で
は
、
当
面
経

営
危
機
を
招
き
事
業
の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
に
町
独
自
の
緊
急
救
済
対

策
を
講
じ
る
こ
と
。

　

 　
27
年
度
以
降
、
飼
料
用
米
・
飼
料
用
稲
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）

の
作
付
面
積
の
拡
大
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。（
Ｊ

Ａ
に
飼
料
米
の
種
子
の
確
保
と
、
米
の
受
け
入
れ
体
制

を
整
備
さ
せ
る
）　　
　

⑶
農
地
保
全
と
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

　
① 

近
年
有
害
鳥
獣
の
種
類
の
増
加
に
よ
り
、
現
状
で
の

対
策
で
は
被
害
防
止
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
国
・
県
と
協
力
し
抜
本
的
な
対
策
の
検
討
を

行
う
こ
と
。

　
② 

農
産
物
被
害
の
み
な
ら
ず
、
畦
畔
・
水
路
等
の
被
害

も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恒
久
的
な
被
害
防
止

対
策
と
、
復
旧
経
費
の
助
成
制
度
の
拡
充
を
検
討
す

る
こ
と
。
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⑵
農
業
委
員
会
制
度
の
改
正
に
つ
い
て

　

 　
現
在
国
で
は
農
業
委
員
会
制
度
の
抜
本
的
な
改
正
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
現
場
の
実
態
を
無
視
し
た
内
容

と
な
っ
て
お
り
、
原
案
ど
お
り
に
実
施
さ
れ
れ
ば
現
場

で
大
き
な
混
乱
を
生
ず
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

内
容
を
検
討
す
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　
① 

選
挙
制
度
を
廃
止
し
、
市
町
村
長
に
よ
る
任
命
制
と

し
て
い
る
が
、
任
命
で
は
公
平
・
公
正
性
が
損
な
わ

れ
、
農
業
者
の
信
頼
・
信
用
が
得
ら
れ
な
く
な
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、現
行
の
公
選
制
を
継
承
す
る
こ
と
。

　
② 

農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
設
置
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
農
業
委
員
の
二
元
化
を
招

き
現
場
で
の
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
現
行
ど
お

り
農
業
委
員
に
一
本
化
す
る
こ
と
。

　
③ 

現
在
の
農
業
委
員
会
法
第
６
条
第
３
項
の
「
区
域
内

の
農
業
及
び
農
民
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
意
見

を
公
表
し
、
他
の
行
政
庁
に
建
議
し
、
又
は
諮
問

に
応
じ
て
答
申
す
る

こ
と
が
で
き
る
」
の

項
を
法
令
か
ら
削
除

す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
が
、
建
議
は
広

く
地
域
の
声
を
施
策

に
反
映
さ
せ
る
も
の

で
、
削
除
さ
れ
る
と

単
な
る
要
望
と
し
て

の
扱
い
と
な
り
施
策

へ
の
反
映
が
後
退
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
法
令
業
務

と
し
て
現
行
を
継
承

す
る
こ
と
。

⑹
学
校
給
食
へ
の
地
元
産
品
の
利
用
拡
大
に
つ
い
て

　

 　
食
の
「
安
心・安
全
」、「
地
産
地
消
」、「
食
育
教
育
」

の
視
点
か
ら
、
学
校
給
食
に
町
内
産
品
を
積
極
的
に
利

用
す
る
よ
う
対
策
を
講
ず
る
こ
と
。

２
．
公
有
地
の
地
目
変
更
に
つ
い
て

　

 　
公
共
用
道
路
用
地
と
し
て
買
収
さ
れ
た
農
地
の
地
目

変
更
手
続
き
が
未
了
で
、
農
地
の
状
態
で
の
箇
所
が
多

数
存
在
し
て
い
る
た
め
、
早
急
に
地
目
変
更
手
続
き
を

行
う
こ
と
。

３
．  

農
業
委
員
会
へ
の
支
援
と

体
制
整
備
に
つ
い
て

　

 　
農
業
委
員
会
の
業
務
拡
大
に
伴
い
、
委
員
の
業
務
量

の
増
加
と
、
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
用
を
図
る
た

め
、
農
業
委
員
会
の
活
動
予
算
の
確
保
と
、
実
務
に
精

通
し
た
職
員
の
配
置
及
び
増
員
を
行
う
等
の
体
制
整
備

と
、
委
員
報
酬
の
引
き
上
げ
を
図
る
こ
と
。

　
４
．  

国
・
県
へ

要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

⑴
広
島
県
の
農
業
普
及
指
導
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

　

 　
法
人
・
担
い
手
・
専
業
農
家
を
育
成
し
、
足
腰
の
強

い
農
業
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
地
域
の
実
情
に
即
し

た
農
業
技
術
・
経
営
方
策
の
指
導
が
重
要
で
あ
る
。

　

 　
し
か
し
な
が
ら
、
県
の
指
導
員
は
近
年
大
き
く
減
少

し
て
お
り
、
農
家
の
期
待
に
添
え
る
対
応
が
出
来
て
い

な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。

　

 　
広
島
県
へ
対
し
普
及
・
指
導
体
制
の
強
化
を
図
る
よ

う
要
望
願
い
た
い
。　

 

全
国
的
な
人
口
減
少
が
進
む

中
、
神
石
高
原
町
で
は
１
万
人

を
割
る
と
い
う
深
刻
な
状
況
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
農

業
に
お
い
て
は
、
担
い
手
不
足

お
よ
び
高
齢
化
、
米
価
の
下
落

に
よ
り
米
生
産
に
希
望
が
持
て

な
い
、
そ
し
て
歯
止
め
の
き
か

な
い
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
有

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

害
鳥
獣
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
貌

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
の
農
地
法
改
正
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
に

対
し
て
、
遊
休
農
地
の
利
用
状
況
等
の
実
態
調
査
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
毎
年
８
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
各
地
区
ご
と
に
遊
休
農
地
、
荒
廃
農
地（
再
生
利

用
可
能
な
農
地
、
再
生
不
可
能
な
農
地
）の
実
態
調
査

と
し
て
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
地
し
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
新
年
度
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
業
務
の
ひ
と
つ
に
農
地
の
賃

貸
・
売
買
・
転
用
の
許
認
可
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度

の
も
と
農
地
の
貸
し
借
り
を
進

め
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

そ
し
て
、
農
地
情
報
を
い
か

に
し
て
農
業
の
担
い
手
育
成
や

農
地
の
保
全
に
結
び
付
け
る
か

と
い
う
最
大
の
役
割
に
向
け
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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ま
た
、
昨
年

と
同
様
に
町
内

の
保
育
所
・
幼

稚
園
・
小
中
学

校
に
配
り
、
給

食
や
調
理
実
習

に
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。

小
さ
な
取
り

輝 き神 石 高 原 農 委 ８号

収
穫
し
た
芋
は
、
参
加
し
た
子
ど
も

達
が
家
へ
持
ち
帰
り
、
家
族
と
一
緒
に

食
べ
ま
し
た
。

●
国
民
年
金
だ
け
に
加
入
し
て
い
る
方

　
20
歳
か
ら
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た

場
合
、
平
均
的
な
受
給
額
で
月
額
約

6
・
6
万
円
。
こ
こ
に
上
乗
せ
し
て
受

給
で
き
る
公
的
年
金
の
１
つ
が
農
業
者

年
金
な
の
で
す
。

☆ 

公
的
年
金
な
の
で
、
掛
金
は
最

高
80
万
４
千
円
（
月
額
納
付
額

６
万
７
千
円
）
ま
で
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

☆ 

積
立
方
式
な
の
で
自
分
で
掛
け
た
年

金
は
自
分
の
元
に
返
っ
て
き
ま
す
。

☆ 

国
民
年
金
基
金
な
ど
、
他
の
公
的
年

金
に
加
入
さ

れ
て
い
な
い

こ
と
が
条
件

で
す
。

● 

配
偶
者
が
厚
生
年
金
を
掛
け
て
い
て

も
農
業
者
は
国
民
年
金
で
す

　
こ
の
場
合
で
も
、
60
歳
未
満
で
年
間

60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い
れ
ば
加

入
が
可
能
で
す
。

●
会
社
員
か
ら
農
業
に
転
職
し
た
方
に
も

　
国
民
年
金
は
基
礎
年
金
だ
け
な
の

で
、
厚
生
年
金
の
よ
う
に
会
社
の
よ
う

な
組
織
が
一
部
を
負
担
し
て
く
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
が
考
え
て
対

応
す
る
し
か
な
い
の
で
す
。

● 

積
立
金
は
無
理
な
く
自
由
に
設
計
で

き
ま
す

　
月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
ま
で

の
あ
い
だ
で
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で

き
、納
付
途
中
で
増
額
や
減
額
も
可
能
。

ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
時
は
猶
予

（
納
付
を
一
時
休
む
こ
と
）も
で
き
ま
す
。

☆ 

猶
予
は
申
請
に
よ
っ
て
最
高
２
年
ま

で
受
け
ら
れ
ま
す
。
２
年
を
過
ぎ
る

と
払
い
込
み
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
自
分
の
受
給
だ
け
で
は
な
い
メ
リ
ッ
ト
も

　
被
保
険
者
は
65
歳
か
ら
終
身
受
給
で

き
ま
す
。
仮
に
受
給
者
が
80
歳
ま
で
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
80
歳
ま
で

の
受
け
取
り
額
が
死
亡
一
時
金
と
し
て

遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
Ｊ
Ａ
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
」「
加
入

を
検
討
し
て
み
た
い
」
と
思
わ
れ
た
方

は
お
近
く
の
Ｊ
Ａ
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
加
入
時
に
必

要
な
書
類
「
農
業
者

老
齢
年
金
裁
定
請
求

書
」
も
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
女
性
部
の
取
り
組
み

遊
休
農
地
を
利
用
し
て
地
域
の
子
ど
も

達
と
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽
培
か
ら

収
穫
ま
で
実
施

こ
の
取
り
組
み
の
目
的
は
、
子
ど
も

達
が「
土
に
親
し
み
、
収
穫
を
と
お
し

て
農
業
の
喜
び
を
経
験
す
る
」と
い
う

事
で
、
３
年
目
の
取
り
組
み
と
な
り
ま

し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
三
和
小
学

校
１・
２
年
生
42
名
と
町
内
の
子
ど
も

達
18
名
で
、
２
回
に
分
け
て
金
時
芋

５
０
０
本
安
納
芋
５
０
０
本
の
植
え
付

け
を
し
ま
し
た
。

秋
に
は
、
芋
掘
り
を
し
て
大
き
な
芋

が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
、
子
ど
も
達
は

大
喜
び
で
し
た
。
大
き
く
育
っ
た
芋
を

収
穫
日
に
、
蒸
し
た
り
、
焼
き
芋
に
し

て
み
ん
な
で
試
食
し
、
子
ど
も
達
も
熱

い
芋
を
お
い
し
い
お
い
し
い
と
、
う
れ

「
農
業
者
年
金
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

し
そ
う
に
食
べ

ま
し
た
。
そ
し

て
、
参
加
者
全

員
で
収
穫
の
喜

び
と
と
も
に
、

安
心
安
全
な
食

育
に
つ
い
て
、

再
確
認
し
ま
し

た
。

組
み
で
は
あ
り
ま
す
が
、
遊
休
農
地
の

利
用
と
と
も
に
、
子
ど
も
達
と
の
ふ
れ

あ
い
・
地
域
の
人
と
の
交
流
も
で
き
ま

し
た
。
平
成
27
年
度
も
５
月
下
旬
に
芋

植
え
10
月
下
旬
に
芋
掘
り
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
子
ど
も

さ
ん
は（
小
学
生
以
下
）農
業
委
員
会

ま
た
は
地
元
の
農
業
委
員
に
、
４
月
末

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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町からのお知らせ
住　

民　

課 

☎
８
９-

３
３
３
４

▼ 

国
民
年
金
か
ら
お
知
ら
せ

●
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い
て

　

 　
平
成
27
年
度
（
４
月
〜
３
月
）
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額　
１
５
，５
９
０
円・

付
加
保
険
料
は
、
月
額
４
０
０
円
で
す
。

●
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度

　

 　
国
民
年
金
付
加
年
金
制
度
と
は
、
国
民
年
金
の
一
般
保
険
料
に
加
え
て
付
加
保
険
料

（
月
々
４
０
０
円
）
を
納
め
る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

付
加
年
金
の
年
金
額
は
、
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数
と
な
り
ま
す
。
国
民
年

金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
国
民

年
金
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。
口
座
振
替
を
ご

利
用
い
た
だ
く
と
、
保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。
納
付
書
に
よ
る
前

納
も
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

 　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で

の
40
年
間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

 　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
が
40
年
間
に

満
た
な
い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期
間
や
保
険
料
の

免
除
期
間
な
ど
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
い
場
合
は
、
70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、

昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。）

　

 　
ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日
本
国
籍
を
持
つ
方
も
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

 　
な
お
、
お
問
い
合
わ
せ
の
場
合
は
、
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先　
備
後
府
中
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
４
７
‐
４
１
‐
７
４
２
１

　
住
民
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

環
境
衛
生
課 
☎
８
９-

３
３
３
６

毎
年
申
請
が
必
要
で
す

【
使
用
人
数
の
控
除
】

① 

高
校
や
大
学
な
ど
へ
就
学
し
、
１

年
以
上
町
外
な
ど
へ
居
住
ま
た
は

居
住
予
定
の
場
合

② 

１
年
以
上
、
高
齢
者
施
設
な
ど
へ

入
所
ま
た
は
入
所
予
定
の
場
合

※ 

町
外
な
ど
へ
の
居
住
や
施
設
へ
の
入
所

を
証
明
で
き
る
も
の
を
添
付
し
、
４
月

30
日（
木
）ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

退
院・退
所
後
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

【
使
用
料
の
還
付
】

① 

年
度
途
中
で
、
６
カ
月
以
上
入
院

ま
た
は
施
設
に
入
所
し
た
場
合
、

使
用
料
を
還
付
し
ま
す
。
退
院
・

退
所
後
に
入
院
・
入
所
を
証
明
で

き
る
書
類
を
添
付
し
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

４
月
１
日
以
降
も
引
き
続
く
場
合
に

は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
４
月
は
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
算
定
の
月
で
す
。

　
「
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
記
載
人
数
」
に
よ
り
使
用
料
を
算
定

し
、
１
年
間
は
原
則
使
用
人
数
な
ど
の
変
更
は
し
ま
せ
ん
。（
神
石
高
原
町

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
第
16
条
）
よ
っ
て
、
年
度
途
中
で
の
人
数
の

増
減
に
つ
い
て
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
使
用
人
数
や
料
金
の
変
更
が
で
き
ま
す
。

そ
の
都
度
の
申
請
に
な
り
ま
す

【
使
用
料
の
減
免
】

① 

地
震
、
風
水
害
お
よ
び
火
災
な
ど

の
不
可
抗
力
で
排
水
設
備
が
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
場
合

② 

死
亡
に
よ
り
使
用
人
数
が
減
員
と

な
っ
た
場
合

※ 

申
請
の
あ
っ
た
翌
月
か
ら
減
額
し
ま
す
。

　
該
当
に
な
る
場
合
は
、
速
や
か
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

　
環
境
衛
生
課
ま
た
は

　
各
支
所
町
民
課

▼ 

農
業
集
落
排
水
使
用
料
算
定
お
よ
び

使
用
人
数
の
変
更
な
ど
に
つ
い
て
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町からのお知らせ
▼ 
託
児
所「
た
ん
ぽ
ぽ
」の

ご
案
内

▼ 

国
民
健
康
保
険
へ
の
届
け
出
は

お
済
で
す
か
？

▼ 

学
童
保
育
の
ご
案
内

福　

祉　

課 

☎
８
９-

３
３
３
５

　
託
児
所「
た
ん
ぽ
ぽ
」は
、
０
歳
か
ら
保
育
所

ま
た
は
幼
稚
園
入
所（
園
）前
の
子
ど
も
さ
ん
を

お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
場　
　
所

　
小
畠
総
合
福
祉
施
設
内 
（
旧
小
畠
中
学
校
）

● 

利
用
対
象
者

　

 

保
育
所
入
所
前
の
乳
幼
児
な
ら
び
に
そ
の
他

必
要
と
さ
れ
る
方

●
開
所
日　
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

 

（
日
曜
・
祝
祭
日
は
休
所
）

●
利
用
時
間　
午
前
７
時
か
ら
午
後
７
時

●
月
極
め
預
か
り

基
本
料
金

　
町
　
内 

１
月
当
た
り 

２
８
，０
０
０
円

　
町

　
外 

１
月
当
た
り 

４
３
，０
０
０
円

 

※
２
人
目
か
ら
は
減
額
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
光
熱
水
費 

１
月
当
た
り
１
，０
０
０
円

　
給
食
代　
普
通
食　
１
食
２
０
０
円

　
　
　
　
　
離
乳
食　
１
食
１
５
０
円

　
お
や
つ
代　
実
費

●
一
時
預
か
り

　
町
　
内 

１
日
当
た
り 

４
，０
０
０
円

 

（
１
時
間
あ
た
り
５
０
０
円
）

　
町
　
外 

１
日
当
た
り 

５
，０
０
０
円

 

（
１
時
間
あ
た
り
６
５
０
円
）

 

※
光
熱
費
、
給
食
費
、
お
や
つ
代
が
別
に
必
要
で
す
。

●
利
用
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
託
児
所
た
ん
ぽ
ぽ　
☎
８
９
‐
３
５
７
７

●
届
け
出
に
必
要
な
も
の

•
国
保
加
入

　

 

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
・
印
鑑

•
国
保
脱
退

　

 

あ
ら
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険
証
・
現
在

お
持
ち
の
国
保
の
保
険
証
・
印
鑑

● 

そ
の
ほ
か
に
も
、
こ
ん
な
と
き
は
14
日
以

内
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

• 

家
族
の
方
が
増
え
た
と
き
や
減
っ
た
と
き

• 

生
活
保
護
を
受
け
た
と
き
、
受
け
な
く

な
っ
た
と
き

•
住
所
を
変
え
た
と
き

• 

世
帯
主
が
変
わ
っ
た
と
き
、
ま
た
は
世
帯

を
分
け
た
り
一
緒
に
し
た
と
き

•
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

●
届
け
出
場
所

　
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課

　
町
内
４
カ
所
で
小
学
生
が
放
課
後
や
夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
利
用

申
込
書
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●実施場所など

地区 実施場所

保育時間

利用料 問い合わせ・申込先平 日 土曜日･夏･
冬･春休み

油木 やまびこクラブ油木館
（油木小学校総合学習棟）

放課後

～

午後６時

午前８時

～

午後６時

平日　200円

土曜・夏休み
など
300円

入所時　500円

シルバー人材センター
☎89-0121

神石
やまびこクラブ神石館
（神石高原町トレーニング
センター）

シルバー神石事務所
☎89-4081

豊松 やまびこクラブ豊松館
（豊松老人福祉センター）

シルバー豊松事務所
☎84-2267

三和 やまびこクラブ三和館
（旧小畠中学校・わらべ）

シルバー三和事務所
☎85-2500

※土曜日の開所は三和館のみとなります。

● 

利
用
で
き
る
人

　

 

町
内
小
学
生
で

保
護
者
が
昼
間

家
庭
に
い
な
い

児
童
な
ら
び
に

そ
の
他
必
要
な

児
童

● 

保
育
内
容

　
 

宿
題
・
生
活
習

慣
指
導・遊
び・

読
書
・
音
楽
・

制
作
（
工
作
）・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど

　

 

夏
休
み
な
ど
の

長
期
休
業
中

は
、
楽
し
い
行

事
も
取
り
入
れ

な
が
ら
活
動
し

て
い
ま
す
。

● 

休
館
日

　

 

日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始
、
警

報
の
出
た
日

　
国
民
健
康
保
険
は
、
勤
務
先
な
ど
の
健
康

保
険
に
加
入
し
て
も
自
動
的
に
脱
退
の
手
続

き
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
国
保
の
脱
退
は
世
帯

主
が
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
勤
務
先
な
ど
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
て
国

保
へ
加
入
す
る
場
合
も
同
じ
く
世
帯
主
が
届

け
出
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
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保　

健　

課 
☎
８
９-

３
３
６
６

　
高
齢
者
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
（
全
６
回
開
催
）
に
お
い
て
審
議
さ
れ
た
「
神
石

高
原
町
第
６
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
―
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
―
」

（
平
成
27
年
度
〜
平
成
29
年
度
）
の
策
定
が
終
了
し
、
２
月
18
日
、
町
長
に
対
し

て
第
６
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
と
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
意
見
書
は
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
着
実
な
取
組
の
推
進
、

在
宅
で
の
介
護
を
支
え
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
推
進
、
認
知
症
高
齢
者
及
び

　
町
内
の
医
療
機
関
に
お
け
る
小
児
予
防
接
種
を
、
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
吉
實
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
４
月
か
ら
、
町
立
病
院
で
は
５
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
接
種
日
の
前
々
日
（
２
日
前
）
ま
で
に
お
電
話
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
開
始
日
（
実
施
日
）

　
神
石
高
原
町
立
病
院　
５
月
14
日
〜　
（
毎
週
木
曜
日
）

　
鈴
木
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
４
月
８
日
〜　
（
毎
月
第
２
、
第
３
水
曜
日
）

　
吉
實
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　
４
月
１
日
〜　
（
毎
月
第
１
、
第
４
水
曜
日
）

※ 

具
体
的
な
実
施
日
程・対
象
疾
病
（
ワ
ク
チ
ン
）
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※ 

ご
予
約
は
お
手
元
に
母
子
手
帳
を
も
っ
て
電
話
を
さ
れ
る
か
、
母
子
手
帳
を
ご

持
参
の
上
、
窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

第
６
期
高
齢
者
プ
ラ
ン
・
意
見
書
提
出

▼ 

平
成
27
年
度
予
防
接
種
事
業
ス
タ
ー
ト
！

▼ 

神
石
高
原
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度
を
拡
大
実
施
し
ま
す

福　

祉　

課 

☎
８
９-

３
３
３
５

　
こ
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
を
図
る
神
石
高
原
こ
ど
も
医
療
費
支
給
制
度

を
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
拡
大
実
施
し
ま

す
。

【
受
給
で
き
る
方
】

　
町
内
に
住
所
が
あ
る
満
18
歳
到
達
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
こ
ど
も

（
修
学
や
入
院
な
ど
で
転
出
す
る
こ
ど
も
や
町
外
か
ら
の
油
木
高
校
在
学

者
を
含
む
）
を
養
育
し
て
い
る
方
。

※ 

乳
幼
児
医
療
・
重
度
障
害
者
医
療
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
な
ど
の
他

の
制
度
で
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は
対
象
外
。

【
利
用
方
法
】

　

 

こ
ど
も
が
受
け
た
保
険
診
療
の
自
己
負
担
は
、
１
カ
月
に
同
じ
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
る
場
合
、
通
院
は
月
に
４
日
ま
で
、
入
院
は
月
に
14
日

ま
で
、１
日
５
０
０
円
を
限
度
に
負
担
し
て
、そ
れ
以
降
は
無
料
で
す
。

● 

広
島
県
内
の
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
場
合

　

 

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
こ
ど
も
医
療
の
受
給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

広
島
県
外
の
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
場
合

　

 

こ
ど
も
医
療
の
受
給
者
証
が
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
支
払
っ
た
医
療

費
の
差
額
を
払
い
戻
す
申
請
が
必
要
で
す
。

そ
の
家
族
の
支
援
の
充
実
、
高
齢
者
の
健
康
状
態

に
応
じ
た
住
ま
い
の
確
保
と
充
実
、
関
係
団
体
及

び
個
人
の
連
携
・
協
働
に
よ
る
高
齢
者
支
援
体
制

の
確
立
、
高
齢
者
が
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
場
の

充
実
、
介
護
保
険
事
業
の
適
正
な
運
営
の
７
項
目

の
要
望
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
お
り
、
今
後
第
６
期

高
齢
者
プ
ラ
ン
と
意
見
書
に
沿
っ
た
高
齢
者
施
策

の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
課
へ
、
被

保
険
者
証
・
受
給
者
証
・
医
療
費
の
領

収
書
・
印
鑑
・
振
込
先
の
通
帳
を
持
参

く
だ
さ
い
。

　
拡
大
対
象
者
に
は
、
４
月
初
旬
に
受
給

者
証
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。
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みなさまでこのページをご活用ください。

バスケット
ニュース

神
石
高
原

「
見
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」と

勧
誘
さ
れ
…

展
示
会
で
何
度
も
着
物
を
購
入

７
年
前
、
呉
服
店
で
小
物
を
購
入
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

１
カ
月
後
着
物
の
展
示
会
に
誘
わ
れ
、
担
当
者
が
自
宅
に

迎
え
に
来
た
。「
買
う
つ
も
り
は
な
い
」と
伝
え
た
の
に
、

会
場
で
ス
タ
ッ
フ
数
名
に
囲
ま
れ
、
２
点
の
反
物
の
ど
ち

ら
が
い
い
か
と
聞
か
れ「
こ
っ
ち
が
良
い
」と
答
え
た
だ

け
で
買
っ
た
よ
う
な
雰
囲
気
に
な
り
契
約
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
の
後
も「
見
る
だ
け
で
い
い
か
ら
」と
誘
わ
れ
、

長
時
間
勧
誘
さ
れ
て
断
り
き
れ
ず
契
約
す
る
こ
と
を
何
度

も
繰
り
返
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
相
談
が
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

一
度
契
約
す
る
と
、
そ
の
後
次
々
と
勧
誘
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

必
要
な
け
れ
ば
キ
ッ
パ
リ

断
り
ま
し
ょ
う
。
誰
に
も
相

談
で
き
な
い
ま
ま
契
約
を
重

ね
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
例

も
あ
り
ま
す
。
被
害
防
止
の

た
め
に
は
、
家
族
や
介
護
関

係
者
な
ど
の
周
囲
の
見
守
り

が
必
要
で
す
。

２月15日, 下豊松フェス
タを開催しました。豊中
OBフォーク弾き語りに始
まり，琉球民謡　麓

ふもと

海
かい

里
り

の
美しい歌声，パフォーマー
KANAによる関西弁のトー

クを織り交ぜたミュージカルのようなパフォーマ
ンスに，会場の皆さんも笑顔いっぱい。もちろん
最後を飾るのはビンゴゲーム。数字が出るたびに
一喜一憂。来場された皆さんは楽しいひと時を過
ごされました。 （下豊松振興会）

2月15日，来見
小学校体育館で
三和スポーツ少年
団の第37回卓球
大会が行われまし
た。議長，教育長，それぞれの小学校長の来賓を
迎え三和小支部と来見支部の卓球部団員34名が力
いっぱい練習の成果を発揮し白熱した大会となりま
した。新年度スポーツ少年団では団員を新たに募
集します。卓球の他にも種目がありますのでスポー
ツを一緒に楽しみましょう！ （三和スポーツ少年団）

２月19日，三和公民
館子ども教室の茶道教
室と和太鼓教室では，
講師をはじめ１年間お
世話になった方々を招
待し，春のお茶会と和
太鼓ライブを開催しま
した。お茶のお点前では，感謝
の気持ちを込めたおもてなしを
し，和太鼓演奏では緊張しながらも精一杯練習の
成果を発表しました。 （三和公民館） 

観て，聞いて，笑って！下豊松フェスタ

餅つき＆こんにゃくづくり体験交流会

三和スポ少卓球大会&新入団員募集！

感謝の気持ちをおもてなし
2月22日，東油木自
治振興会では，餅つき
とこんにゃくづくりの
体験交流会を開催しま
した。餅つき体験で子
どもたちは，重たい杵
を一生懸命振りかざし

餅をつきました。つきあがったお餅はあんこ餅や
きな粉餅にして食べました。午後からは，みんな
で「ネイチャーゲーム」で大人も子ども盛り上がり，
楽しいひと時を過ごしました。（東油木自治振興会）

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
８
９
‐
３
０
８
８

●
巡
回
相
談
日

3
月
26
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
神
石
支
所

4
月
23
日（
木
） 

午
前
10
時
〜
午
後
3
時 

役
場
豊
松
支
所

な
お
、
本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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まちづくり推進課　☎89-3332

から

日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴木クリニック
☎87-0199  福　永

吉實クリニック
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2250）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

3月・4月の休日当番医

4 日

日

日

日

水

5

12

19

26

29

吉實クリニック

神石高原町立病院

神石高原町立病院

鈴木クリニック

神石高原町立病院

3 日

土

日

日

15

21

22

29

鈴木クリニック

吉實クリニック

神石高原町立病院

神石高原町立病院

17
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20
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25
26
27

2

3
4

7
8
9
10

11

14
15
16

17
18

21
22
23
24

25

28

30

3月

4月

３
月

４
月

15 日
16 月
17 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
新米ママのクッキング 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

18 水
19 木 ミニおひさま広場高蓋 10：30～ 14：00

（さんわ総合センター）問☎ 82-2250
20 金 育児相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
21 土 絵本のおはなし会 14：00～

 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
22 日 幸運仏春の大祭 問幸運仏世話人会 ☎84-2239

23 月 川井聖子歌謡ショー
 問さんわ総合センター利用促進協議会 ☎85-3097

24 火 保育所開放 10：00～ 11：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
運動のひろば 13：30～ 15：00
 （小畠交流会館）問保健課 ☎ 89-3366
町内小学校卒業式

25 水 おひさま広場　おやこビクス 10：30～ 11：30
 （シルトピア図書館）問☎ 82-2250
平成 27年度総合健診申し込み締め切り
 問保健課 ☎ 89-3366
どんぐり幼稚園卒園式

26 木 アルコール相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場神石支所）
 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088
いずみ・こばたけ・くるみ保育所退所式

27 金
28 土 油木・とよまつ保育所退所式

29 日 神石高原マルシェ
（道の駅さんわ182ステーション芝生広場）
 問神石高原マルシェ実行委員会 ☎82-0288

30 月
31 火
1 水 行政相談会9：30～11：30

（油木コミュニティーセンター）問総務課 ☎89-3330
2 木
3 金
4 土 町内保育所入所式

絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

5 日
6 月

7 火 おひさま広場　ふれあいあそび 10：30～ 11：30
 （シルトピア図書館）問☎ 82-2250
町内小学校入学式 10：00～
町内中学校入学式 14：00～

8 水 どんぐり幼稚園入園式
油木高校入学式９：30～

9 木 保育所開放 10：00～ 11：00
 （油木保育所）問☎ 82-0906

10 金
11 土
12 日
13 月
14 火 おひさま広場　教育資金講座 10：30～ 11：30

 （シルトピア図書館）問☎ 82-2250
運動のひろば 13：30～ 15：00
（油木コミュニティーセンター）問保健課 ☎ 89-3366

15 水 保育所開放 10：00～ 11：00
 （くるみ保育所）問☎ 85-3329

16 木
17 金 保育所開放 10：00～ 11：00

 （とよまつ保育所）問☎ 84-2132
家族関係相談 14：00～ 16：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

18 土 絵本のおはなし会 14：00～
 （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002

19 日 車輪村 問車輪村事務局 syarinmura@yahoo.co.jp
20 月
21 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （いずみ保育所）問☎ 87-0099
新米ママのクッキング 10：00～ 12：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

22 水
23 木 育児相談 14：00～ 16：00

（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366
被爆者定期健診（神石・三和）
 問保健課 ☎ 89-3366
消費生活相談会 10：00～ 15：00（役場豊松支所）
 問消費生活相談窓口 ☎ 89-3088

24 金 被爆者定期健診（油木・豊松）
 問保健課 ☎ 89-3366

25 土
26 日
27 月 ウォーキングの会13：30～15：00

（油木コミュニティーセンター）問保健課 ☎ 89-3366
28 火 保育所開放 10：00～ 11：00

 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00～ 17：00
 （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
こころの健康相談 13：00～ 15：00
（保健福祉センター）（要予約）問保健課 ☎ 89-3366

29 水 第48回帝釈峡神龍湖湖水開き
問帝釈峡観光協会 ☎08477-2-0525

30 木

平成27（2015）年3月/4月行事カレンダー
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お
問
い
合
わ
せ 

産
業
課 

☎
８
９
‐
３
３
３
７

平成27年度から始まる「中山間地域等直接支払」は
 法律に基づく制度になります

卒業演奏会

学習成果発表会 第 11 回英語コンテスト

１月24日，３年生器楽選択者による卒業演奏会が
開かれました。楽器の未経験者もいましたが，１年か
けて身につけた力で自分の選んだ曲の演奏にチャレン

２月18日，油木山村開発センターで，多くの来
賓の皆さまと神石高原中学校１年生を迎えて，学習
成果発表会を行いました。普通科１年生は，総合的
な学習の時間で実施した福祉体験実習，２年生はイ
ンターンシップで学んだことを，産業ビジネス科は
「『なまっしー』で地域おこし」を発表しました。生
徒たちは時間をかけて作り上げた発表内容を堂々と

２月25日，１年生のレシテー
ション（暗唱）コンテスト，２年
生のスピーチコンテストを開催し
ました。レシテーションコンテス
トとは，200語程度の英文を暗唱
するもので，スピーチコンテスト
は，各自が設定したテーマに沿っ

平成27年度からの事業については，今後説明会などを開催させていただく予定ですので，新規に取り
組む集落などがありましたら，産業課農地係までご連絡ください。

○ 集落などを単位に，農地の管理方法や役割分担の取決めとなる協定を締結し，それにしたがって行われ
る農業生産活動などを支援するため，協定の面積規模に応じて一定額を交付。

○交付金の配分方法は集落内の話し合いで決定。

●中山間地域等直接支払の概要
【主な交付単価】

①農業生産活動などを継続するための活動（農作業委託などによる耕作放棄の発生防止，鳥獣害対策など）
②体制整備のための前向きな取組（女性・若者などの参画，人・農地プランの活用，持続可能な生産体制の構築）

【集落協定に基づく活動】

披露し，プレゼ
ンテーション能
力を身につける
という目標も達
成できたようで
した。

て300～400語程度の英文原稿を自作し発表するも
のです。「Let’s Make Friends with Every Country!」
「A samurai’s wife Whose Name is Dashi」といっ
たタイトルで社会問題や自分の興味のあること，高
校生活を見つめたものなど多様な内容でした。写真
の提示や，身ぶりや声の抑揚，顔の表情にも気を配
り，聴衆にアピールする姿に大きな拍手が送られて
いました。

お問い合わせ先　産業課農地係　☎ 89-3337

ジしました。「練習ではもっとうまくできたのに残念
だった」「友だちと一緒に演奏できて楽しかった」と
振り返っていました。また，他の授業でも調べ学習の
発表会やデコレーションケーキ作りなど，楽しくて
ちょっとせつない『最後の授業』が行われました。

日本型直接支払制度の一つとして，平成27年度から中山間地域等直接支払（第４期対策）がスタート
します。中山間地域等直接支払とは，農業の多面的機能の維持・発展のための地域活動や営農活動に対
して支援されるもので，中山間地域などの農業生産条件が不利な地域において，５年以上農業を続ける
ことを約束した農業者の方々に対して，交付金を交付するものです。本町でも，平成22年度～平成26
年度までの５年間に104集落，６個別協定でこの事業に取組んでいます。

地目 区分 交付単価
（円/10a）

田 急傾斜（1/20～） 21,000
緩傾斜（1/100～） 8,000

畑 急傾斜（15度～） 11,500
緩傾斜（８度～） 3,500

10m
0.5
m

水田：急傾斜（傾斜：1/20）

21,000円/10a
10m

2.7
m

畑：急傾斜（傾斜：15°）

11,500円/10a
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ジ ャ ー ナ ル図書館だより

だ
よ
り

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第１・３（土）ひる２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

SUN MON TUE WED THU FRI

* * * 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2015 April4

24
31

23
30

油木高校卒業作品展

　
た
ば
こ
の
煙
は
吸
っ
て
い
る
本
人

だ
け
で
な
く
、
そ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ

て
い
る
子
ど
も
達
に
も
深
刻
な
悪
影

響
を
与
え
ま
す
。
た
ば
こ
の
煙
を

吸
っ
た
瞬
間
、
全
身
の
血
管
は
収
縮

し
、
脳
を
は
じ
め
と
す
る
全
身
の
臓

器
は
酸
欠
状
態
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

た
ば
こ
の
煙
に
は
、ニ
コ
チ
ン
、タ
ー

ル
以
外
に
も
一
酸
化
炭
素
な
ど
の
有

害
化
学
物
質
や
発
が
ん
物
質
を
多
量

に
含
ん
で
い
ま
す
。

子
ど
も
が
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
と
…

　
次
の
よ
う
な
病
気
に
か
か
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。

•
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

•
喘
息
、
中
耳
炎
、
肺
炎

• 

心
肺
機
能
が
低
下
し
、
身
長
の
伸

妊
婦
さ
ん
が
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
う
と
…

• 

流
産
、
早
産
、
未
熟
児
、
乳
幼
児

突
然
死
症
候
群
の
危
険
性
が
高
く

な
り
ま
す
。

〜
受
動
喫
煙
の
防
止
に

 

ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

★ 

イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
と

は
、「
た
ば
こ
の
煙
を
吸
い
た
く

な
い
」と
い
う
気
持
ち
を
、
さ
り

げ
な
く
周
り
の
人
に
伝
え
る
た
め

の
も
の
で
す
。

★ 

こ
の
リ
ボ
ン
を
見
た
ら
、
た
ば
こ

を
近
く
で
吸
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
受
動
喫
煙
の
防
止
に
つ
い
て

考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
運
動
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

子
ど
も
と
タ
バ
コ

イ
エ
ロ
ー
グ
リ
ー
ン

リ
ボ
ン
運
動

今月の特設展示は『入学・卒業特集』です

び
が
悪
く
な
る
。

• 

知
的
発
達
に
影
響
が

で
る
こ
と
が
あ
る
。

３月は卒園・卒業と同時に入園・入学・就職などの準備で忙しい時期ですね。
図書館では現在，入学・卒業をテーマとした特設展示を行っています。入園・

入学を迎えるための，手づくり小物やお弁当づくりの本，これから中高生に
なる方に向けたアドバイスや学習本，卒業を機に社会に出る新社会人向けの
マナー本や自己啓発本など，多数の資料を展示しています。
併せて『2015本屋大賞ノミネート作品』や『2014年度下半期芥川賞・直木

賞』の特設展示も行っています。
皆さん，ぜひ図書館へお越しください。

２月21日から28日まで，油木高校美術部の活動や，授業で生徒が制作した
作品と産業ビジネス科の育てたサイネリアの花鉢などが展示されました。高
校での学習活動の集大成の力作が勢ぞろいし，訪れたお客さんは作品の数々
を熱心に鑑賞されていました。
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お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

３月１日現在　（　）内は前月比

人口 9,960 人 （－21）
 男 4,741 人 （－10）
 女 5,219 人 （－11）
世帯 4,093 世帯 （－ 3）

人 口 と 世 帯

　
花
粉
症
の
原
因
と
い
う
と
、
ス
ギ
や

ヒ
ノ
キ
な
ど
が
す
ぐ
に
思
い
浮
か
び
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
に
も
、
日
本
で
は
、

シ
ラ
カ
ン
バ
や
ハ
ン
ノ
キ
、カ
モ
ガ
ヤ
、

ブ
タ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
、
お
よ
そ
60

種
類
の
花
粉
が
花
粉
症
を
引
き
起
こ
す

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
花
粉
症
の
諸
症
状
は
、
原
因
と
な
る

花
粉
が
飛
散
す
る
時
期
に
現
れ
ま
す
。

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
の
飛
散
は
春
が

ピ
ー
ク
で
す
が
、
夏
や
秋
に
花
粉
が
飛

散
す
る
植
物
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
決

ま
っ
た
時
期
に
鼻
水
や
く
し
ゃ
み
、
の

ど
の
痛
み
な
ど
の
症
状
が
出
る
人
は
、

そ
の
時
期
が
何
か
特
定
の
植
物
の
花
粉

飛
散
時
期
と
重
な
っ
て
い
な
い
か
確
認

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
花
粉
症
で
あ
る

場
合
、
症
状
を
悪
化
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
適
切
な
治
療
と
対
策
が
重
要
で
す

の
で
、
一
度
、
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

花
粉
症
の
原
因
と
な
る
花
粉
は
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
を
含
め
て
約
60
種
類

２
０
１
５
車
輪
村

〜
興
奮
と
感
動
の

 

１
日
が
や
っ
て
く
る
！
〜

　
車
好
き
バ
イ
ク
好
き
に
は
た
ま
ら
な

い
旧
車
・
名
車
が
今
年
も
大
集
合
！

木
下
真
輔
Ｖ
Ｓ
屋
比
久
大
エ
ク
ス
ト

リ
ー
ム
バ
イ
ク
シ
ョ
ー
や
レ
ー
シ
ン
グ

カ
ー
・
バ
イ
ク
の
展
示
・
デ
モ
走
行
、

ま
た
、
平
中
克
幸
選
手
に
よ
る
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
毎
年
恒
例
の
ヒ
ス
ト
リ
ッ
ク

カ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
内
容
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
。
フ
ー
ド
コ
ー
ト
も
充
実

し
て
い
ま
す
の
で
、
1
日
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

●
日
時　
4
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

●
場
所　
豊
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　
　
他
周
辺
施
設

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
車
輪
村
事
務
局

　
　

syarinm
ura@

yahoo.co.jp

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://syarinm
ura.com

/

視
覚
の
ト
リ
ッ
ク 

光
る
？
動
く
！

キ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
展

　
機
械
仕
掛
け
で
動
い
た
り
、
発
光
し

た
り
、
あ
る
い
は
、
目
の
錯
覚
を
お
こ

さ
せ
る
イ
タ
リ
ア
発
の
体
験
型
ア
ー
ト

を
日
本
初
公
開
し
ま
す
。

（
時
）４
月
11
日（
土
）〜
６
月
14
日（
日
）

（
場
）ふ
く
や
ま
美
術
館

（
料
）一
般　
１
，０
０
０
円

　
　

 

＊
高
校
生
以
下
無
料

（
問
）ふ
く
や
ま
美
術
館

　
　
☎
０
８
４
‐
９
３
２
‐
２
３
４
５

海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

 

（
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
）」

（
海
上
自
衛
隊
の
歌
姫

 

三
宅 

由
佳
莉　
出
演
）

（
場
）シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

 
（
駐
車
場
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。）

（
申
込
）往
復
ハ
ガ
キ
に
２
名
ま
で
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

当
選
は
、
お
一
人
様
１
枚
限
り
と
し

ま
す
。

※ 

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
応
募
の
目
的

以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。

（
応
募
先
）

　
〒
７
４
０
‐
８
５
５
５　

　
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」係

（
応
募
期
限
）４
月
８
日（
水
）必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
し
ま
す
。

（
問
）海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地
広
報
室

　
　
☎
０
８
２
７
‐
２
２
‐
３
１
８
１

 

（
内
６
２
３
２
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.m
od.go.jp/m

sdf/iw
akuni/

　

 

ま
た
は「
海
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基

地
」で
検
索

※ 町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　３月31日

3 月 の 納 税

（
時
）

　
５
月
２
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
4
時

 （
当
選
ハ
ガ
キ
が

 

必
要
）
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jinsekikougen information

～減らそう犯罪 あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

交 番 Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ

運転免許更新日のご案内
４月の免許更新日は
３日（金），17日（金）です。
４月17日（金）でも一般・違反・初回の方の免許
更新は可能ですが，５月１日（金）に再度油木交
番へ来所し，講習を受けて頂くことになります。

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

交通事故0の町をめざそう！

人傷事故 1件
物損事故 16件

２月分

盗難　　1件

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
２
月
届
出
分
）

佐さ

　
藤と

う
　
　
　
尊た

け
る　（
福

永
）（

敬
称
略
）

 

名　
前 

（
自
治
振
興
会
） 　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）（

敬
称
略
）

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の
高
等

学
校
普
通
科
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通
信

講
座
の
生
徒
・
受
講
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

●
募
集
内
容

　

 

平
成
27
年
度
高
等
学
校
普
通
科（
３

年
制
）生
徒
、
お
よ
び
生
涯
学
習
通

信
講
座
受
講
者

名　　称
広域通信制

NHK学園高等学校
普通科

NHK学園
生涯学習通信講座

概　　要

全国どこからでも入
学可能。NHKのテレ
ビ・ラジオの放送を
利用した特色のある
教育課程で，高校卒
業資格を取得できま
す。登校は月に１～
２回です。

趣味・教養から語学・
資格まで，幅広いジャ
ン ル の 講 座 が200
コース以上あります。
通信講座で新しい趣
味・スキルを身に付
けませんか

履修年数 ３年
（ただし，転編入有）

受講期間：３カ月～
１年（講座によって異なる）

募集対象
中学校を卒業した方，
または平成27年３月
に卒業見込みの方。
高等学校中退者ほか

一般

●
出
願
期
間

【
高
等
学
校
普
通
科　
一
般
入
学
】

　
４
月
30
日（
木
）ま
で

【
生
涯
学
習
通
信
講
座
】

　
通
年
申
込
受
付

●
お
問
い
合
わ
せ
先　

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　
　
☎
０
４
２
‐
５
７
２
‐
３
１
５
１

　
案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
０
１
２
０
‐
０
６
‐
８
８
８
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

生
徒
募
集
！

中な
か

　
井い

　
　
　
孝た

か
し　（
高

蓋
） 

91
歳

高た
か

　
田た

　
幸ゆ

き
　
男お

　（

牧

） 

81
歳

森も
り

　
上か

み
　
正ま

さ
　
登と

　（
下
豊
松
） 

97
歳

安や
す

　
原は
ら

　
　
　
渉わ
た
る　（
田

頭
） 

82
歳

山や
ま

　
本も

と
　
フ
サ
ヱ

　（
小

畠
） 

91
歳

藤ふ
じ

　
岡お

か
　
ミ
チ
コ
　（
高

蓋
） 

76
歳

江え

　
草ぐ
さ

　
富と
み

　
章あ
き

　（
有

木
） 

81
歳

岡お
か

　
　
　
サ
カ
エ
　（
仙
養
東
） 

78
歳

森も
り

　
上か

み
　
保や

す
　
敎の

り
　（
有

木
） 

76
歳

川か
わ

　
上か

み
　
正ま

さ
　
治は

る
　（
下
豊
松
） 

85
歳

岩い
わ

　
畔ぐ
ろ

　
豊と
よ

　
子こ

　（
父
木
野
） 

81
歳

渡わ
た

　
邉な

べ
　
　
　
毅つ

よ
し　（

井
関
大
矢
） 

85
歳

秋あ
き

　
中な

か
　
花は

な
　
子こ

　（
相

渡
） 

85
歳

門も
ん

　
田で
ん

　
恕ひ
ろ

　
身み

　（
小

畠
） 

91
歳

峠た
お

　
田だ

　
ス
ミ
ヱ
　（
時

安
） 

91
歳

西に
し

　
山や

ま
　
喜き

　
作さ

く
　（
高

蓋
） 

90
歳

髙こ
う

　
延の

べ
　
裕ひ

ろ
　
敏と

し
　（
東
油
木
） 

82
歳

村む
ら

　
上か
み

　
　
　
茂し
げ
る　（
い
ち
ば
） 

90
歳

黒く
ろ

　
瀬せ

　
ユ
キ
エ

　（
福

永
） 

93
歳

１保護者の皆さんへ
　 　小さいうちから，交通ルール・マナーについて，具体的に「なぜ危
ないのか」「どう注意したらよいのか」について繰り返し教え，「自分
の命は自分で守る」ことを身につけさせましょう。
　　○ 子どもの目線で危険な箇所（民家の塀による死角や左右が見えに

くい交差点など）を確認しましょう。
　　○ 道路を横断する時は横断歩道を利用し，横断する前に一時停止を

して左右の安全を必ず確認しましょう。
２地域の方，ドライバーの方へ
　 　地域住民の皆さんが交通ルールを守り，子どものお手本となってく
ださい。
　 　また，ドライバーの方は通学路や学校周辺を通行する場合は，子ど
もの飛び出しを予測して，速度を
落として運転しましょう。
　 　子どもをやさしく見守り，「思
いやり」の気持ちを持った運転を
心掛けましょう。

新入園児・新入学児童の交通事故防止
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神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

２歳

笹 尾 振 興 会

現
状
を
維
持
し
よ
り
充
実
、

安
心
で
き
る
振
興
会
に
向
け
て

No.60

神石高原町

生き活き
ネットワーク

豊
松
地
区
の
備
北
自
動
車
株
式
会
社
で
役
員
を
さ
れ
て
い
る
平

川
さ
ん
。
仕
事
の
傍
ら
、
笹
尾
振
興
会
、
神
石
高
原
町
自
治
振
興

連
絡
協
議
会
、
神
石
高
原
商
工
会
、
神
石
郡
神
社
総
代
会
な
ど
、

町
内
で
幅
広
く
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
会
長
と
し
て
今

年
６
年
目
を
迎
え
る
笹
尾
振
興
会
で
は
、
年
に
３
回
開
催
さ
れ
る

サ
ロ
ン
事
業
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

笹
尾
地
域
は
町
村
合
併
以
前
に
、
住
民
自
治
組
織
の
モ
デ
ル
地

区
と
し
て
選
ば
れ
、
平
成
16
年
４
月
に
笹
尾
振
興
会
と
し
て
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
振
興
会
始
ま
っ
て
以
来
続
い
て
い
る
サ
ロ
ン
は
、

笹
尾
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
、
午
前
中
に
交
通
安
全
教
室
、
防
犯
教

室
、
時
に
は
平
和
公
園
へ
献
呈
す
る
た
め
の
千
羽
鶴
を
作
成
す
る

な
ど
の
活
動
を
さ
れ
、
午
後
か
ら
は
、
お
楽
し
み
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
盛
況
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
制
１
０
０
周
年

記
念
に
作
ら
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
を
、
い
つ
も
楽
し
み
に

参
加
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
が
、
気
持
ち
よ
く
使
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
芝
の
管
理
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
２
週
間
に
一
度
欠
か

さ
ず
行
わ
れ
、
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
は
百
も
承
知
。
現
状
を
い
か
に
維

持
し
て
い
く
か
が
課
題
と
な
り
、前
向
き
に
取
り
組
む
ほ
か
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
企
画
を
考
え
、
よ
り

充
実
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
振
興
会
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」

地
域
を
思
う
平
川
さ
ん
の
優
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

平
ひ ら

川
か わ

　里
さ と

士
し

さん

☆親の願い　いつも笑顔で，み
んなに愛される子になってね。

山
やま

本
もと

　桃
とう

李
り

ちゃん（小畠）

☆親の願い　友達いっぱい作っ
てね♥

向
むかい

　菜
な

々
な

美
み

ちゃん（時安）
☆親の願い　自分を大切に，
ずっと健康でいてね。

山
やま

内
うち

　奏
か

乃
の

ちゃん（井関大矢）

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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